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2022年 6月 5日
ねん がつ いつか

聖霊降臨の主日
せいれいこうりん しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「聖霊来てください。あなたの光の輝きで、わたしたちを照らしてください」
せいれい き ひかり かがや て

聖霊降臨の主日に、福音の前に歌われる聖霊の続唱は、この言葉で始まります。共同体
せいれいこうりん しゅじつ ふくいん まえ うた せいれい ぞくしょう こと ば はじ きょうどうたい

として何らかの行動を始めるときに、聖霊の導きを祈ることは、教会の伝統です。な
なん こうどう はじ せいれい みちび いの きょうかい でんとう

ぜならば、教会は聖霊によって誕生し、聖霊の働きによって育まれ、聖霊の導きに
きょうかい せいれい たんじょう せいれい はたら はぐく せいれい みちび

よって歩み続けている存在だからです。
あゆ つづ そんざい

「聖霊は教会の中に、また信者たちの心の中に、あたかも神殿の中にいるかのように」住
せいれい きょうかい なか しんじゃ こころ なか しんでん なか す

んでいると指摘する第二バチカン公会議の「教会憲章」は、聖霊は「教会をあらゆる真理
し てき だい に こうかい ぎ きょうかいけんしょう せいれい きょうかい しん り

に導き、交わりと奉仕において一致させ、種々の位階的たまものやカリスマ的たまもの
みちび まじ ほう し いっ ち しゅじゅ い かいてき てき

をもって教会を教え導き、霊の実りによって教会を飾る」と教えています。その上で、
きょうかい おし みちび れい みの きょうかい かざ おし うえ

「聖霊は福音の力をもって教会を若返らせ、たえず新たにし、その花婿との完全な一致
せいれい ふくいん ちから きょうかい わかがえ あら はなむこ かんぜん いっ ち

へと導く」とも記し（4）、教会は、「キリストを全世界の救いの源泉と定めた神の計画
みちび しる きょうかい ぜん せ かい すく げんせん さだ かみ けいかく

を実現するために協 力するよう」、聖霊から迫られているとまで記します（17）。
じつげん きょうりょく せいれい せま しる

使徒言行録には、五旬祭の日に起こった聖霊降臨の模様が記されています。その出来事
し と げんこうろく ご しゅんさい ひ お せいれいこうりん も よう しる で き ごと

は、「激しい風」と「家中に響」く音と、人々が集まってくるような「物音」によって特徴付
はげ かぜ いえじゅう ひびき おと ひとびと あつ ものおと とくちょう づ

けられています。聖霊降臨の出来事は、静かに秘められるように進んでいったのではな
せいれいこうりん で き ごと しず ひ すす

く、皆が驚くほどの衝撃を与えるような、いわば騒々しい出来事であったと、使徒言行録
みな おどろ しょうげき あた そうぞう で き ごと し と げんこうろく

はわざわざ記しています。すなわち、聖霊によってもたらされる業は、時に居心地の悪
しる せいれい わざ とき い ごこ ち わる

い驚きをもたらすものであり、皆が驚くような変革であります。
おどろ みな おどろ へんかく

2021 年 9 月の初めにローマ教区の信徒代表たちとお会いになった教皇フランシスコ
ねん がつ はじ きょう く しん と だいひょう あ きょうこう

は、シノドスのあゆみに関連して、「教会がリーダーたちとその配下の者たちとか、教
かんれん きょうかい はい か もの おし

える者と教わる者とから成り立っているという凝り固まった分断のイメージから離れる
もの おそ もの な た こ かた ぶんだん はな

ことには、なかなか手強い抵抗があるが、そういうとき、神は立場を全くひっくり返す
て ごわ ていこう かみ たち ば まった かえ
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のを好まれることを忘れている」と指摘されました。会議で集まって何かを決めること
この わす し てき かい ぎ あつ なに き

よりも、皆で歩みをともにして識別する道を提示され、シノドスというシステムを大転換
みな あゆ しきべつ みち てい じ だいてんかん

させようとしている教皇様は、これまでのやり方に固執することなく、勇気を持って新
きょうこうさま かた こ しつ ゆう き も あたら

しいあり方を模索することを教会にしばしば求められます。
かた も さく きょうかい もと

「福音の喜び」には、「宣教を中心にした司牧では、『いつもこうしてきた』という安易
ふくいん よろこ せんきょう ちゅうしん し ぼく あん い

な司牧基準をすてなければなりません（33）」と記されています。これまで歩んできた道
し ぼく き じゅん しる あゆ みち

を、大きく変えることは、居心地が悪く、心に不安を生み出し、成果を見通すことが難
おお か い ごこ ち わる こころ ふ あん う だ せい か み とお むずか

しいため、どうしても一歩を踏み出すことに躊躇してしまいます。そういうときにこそ、
いっ ぽ ふ だ ちゅうちょ

教会は聖霊によって導かれており、その聖霊は静かな改革ではなく、騒々しくて居心地
きょうかい せいれい みちび せいれい しず かいかく そうぞう い ごこ ち

の悪い改革を生み出すものだと言うことを、心に思い起こしたいと思います。
わる かいかく う だ い こころ おも お おも

聖霊は、弟子たちを、福音を全世界に向けてあかしする宣教者と変えました。わたした
せいれい で し ふくいん ぜん せ かい む せんきょうしゃ か

ちは同じ聖霊に導かれている共同体です。ヨハネ福音に「わたしを愛する人は、わた
おな せいれい みちび きょうどうたい ふくいん あい ひと

しの言葉を守る」とあるように、わたしたちは主イエスを愛しているが故に、主の言葉
こと ば まも しゅ あい ゆえ しゅ こと ば

に従って生き、主の言葉をあかし、福音を告げしらせます。聖霊は、「望むままに、望
したが い しゅ こと ば ふくいん つ せいれい のぞ のぞ

むときに、望む場所で働かれます（「福音の喜び」279）」。聖霊の導きに、心から信頼
のぞ ば しょ はたら ふくいん よろこ せいれい みちび こころ しんらい

する共同体でありましょう。
きょうどうたい


